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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
がん死亡者数のカッコ内は「都道府県内におけるがん死亡者数／都道府県内の総人口」をお書きください。
高齢化率は「都道府県内の６５歳以上人口／都道府県内人口」をお書きください。
上記以外に、都道府県の特徴やお国自慢、所属施設の紹介等、ご自由にお書きください。必要があれば、６枚目のスライドにある白地図をお使いください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
令和3年 悪性新生物による死亡者数 は4,523 人（総死亡者数17,631人）、総死亡者数に占める割合は25.7％（令和２年26.6%)
全国26.5%(381,497/1439809)を下回る。
悪性新生物による死亡者数は、平成23年の東日本大震災津波による不慮の事故を除き、S59年以降死亡原因の第１位。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
がんの粗死亡率は380.4で高齢化の進展により年々増加
全国の310.7を上回っている。

（令和３年人口動態統計）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
令和元年がん年齢調整罹患率でみると　男性は大腸がん、胃がん、肺がん
女性は乳がん、子宮がん、大腸がん　
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
令和３年　部位別の死亡者数は、①肺がん、②大腸がん、③胃がんの順に高くなっている
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
男女別
男性：肺586人、胃329人、大腸328人（膵197、肝196、胆151）
女性：大腸364人、肺234人、胃173人（膵209、乳房165、胆138,子宮73人）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
がんによる死亡者数4523人のうち、60歳以上が4,252人と94%を占め、高齢のがん患者が顕著（0-9歳は3人、10-19歳は1人）
特に75歳以上で亡くなった方は3,050人。平成7年の1,317人から2.3倍。
年々増加傾向で推移しており、高齢化進展のもと、今後も増加が見込まれる
※粗死亡率が上昇する一方　75歳未満年齢調整死亡率は年々低下。がんによる死亡増加は高齢化の影響が大きい
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
厚労省が指定するがん診療連携拠点病院の情報を記載してください。
可能であれば、がん診療連携拠点病院の病院名や病床数も書き出してください。
数値データはお配りした現況報告を参考にしてください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
その他、がん診療病院があれば記載してください。
どこに、どのくらいの規模の病院が指定されているのか、都道府県のホームページやがん対策推進計画を参考にしてください。可能であれば病院名を書き出してください。
ホームページ等で情報が得られない場合には各県庁にお問い合わせください。

https://www2.pref.iwate.jp/%7Ehp0365/iryokikan/01map.html
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
都道府県の保健医療計画やがん対策推進計画を参考に、自県のがん医療の特性を記入してください。
表やグラフを用いたり、スライドを追加していただいても結構です。

例）　
・県西部に人口が集中している
・全国と比較すると胃がんによる死亡率が高い
・がん死亡者の8割が65歳以上の高齢者である
・47都道府県中○番目に死亡率が高い
・二次保健医療圏の平均人口は全国の○倍である
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
都道府県の保健医療計画やがん対策推進計画を参考に、自県のがん医療の特性を記入してください。
表やグラフを用いたり、スライドを追加していただいても結構です。

例）　
・県西部に人口が集中している
・全国と比較すると胃がんによる死亡率が高い
・がん死亡者の8割が65歳以上の高齢者である
・47都道府県中○番目に死亡率が高い
・二次保健医療圏の平均人口は全国の○倍である
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
都道府県の保健医療計画やがん対策推進計画を参考に、分かる範囲でお書きください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2日目がある場合にはスライドを複製してください


BHE O (i
[ 52 ¥e 5T )

HER T RIC, REBBICHLTT 7 —ME1T5. (HHERRE. BHERE, 05 S5 LDKME S .
RIERE. SROAE, BRE. GRELTL)

(5 2R 5T ]

BAERICEELEo-ABM L., B DFRZEEL. BERPREZMET 5,
SRREDARRICENIT T, FhEX TRYMBA ATRLEHREEZZ S,

-BHE6r RED T U7y —hETE RO EL MR

[ 5TH4iff )

HHEE DA OHES . TREROEANET CTHoF=MNONTT U r— Mt R B E R
TEHBEZ1TD,

THER T &R, 77T —3—LIRVIRYZETTS,


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「効果的な研修の企画」の講義を参考に、各評価について、時期や方法、評価内容について記載してください。

参考）
実施評価：実施経過を振り返り、実施内容の適切性を評価する。実施内容について従事者側と参加者の反応から評価する。
結果評価：到達目標（SBO）を評価する。研修前後の状態を比較してSBOの達成度を評価する。
企画評価：実施評価、結果評価を踏まえ、企画全体の適切性を評価する。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
セッション２以降はスライドを複製してください
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